
「颯爾睦代の流行数
爾三饉進繊世界夕J

磯 か作 りし燿の難鶴静かなる人
も麟幣迷ふ〉 鏑 よ溝まと蝙藝せた
だ、ほ どはないも伸、 静き世 は〉
―。ま壼ならぬ恋ゃ、熱驚の世獲剰

那的に鐘 きる鬱な さ
を独 自の簸付 けで歌
い、戦彰 か ら江戸
初期 に大流行 した一
群の数轟 難鶴酸鰤J.
その機 い翻
の町衆・ 轟

″ず爽像とは。近世の文
学や整鱗、安性の構物 の模様に疲で
及ぼ した形響、理代入ゅ心にもしみ
る叙 鐵懺 界 は。 NHK大 河 ドラ マ
「狂～嬢た場の戦饉～藤などの歌の
場爾獲鵞修 した研究機が覇らかに。
小簿恭鐘磯 (中公新鰊 赫84●岡 )


